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クラスタハードウェアおよび仮想ネットワークを管
理します

クラスタのハードウェアと仮想ネットワークの概要を管理しま
す

プラグイン拡張ポイントのClusterタブでは、クラスタ全体の設定を表示および変更した
り、ドライブ、ノード、およびVLANに関するクラスタ固有のタスクを実行したりできま
す。

オプション（ Options ）

• "ドライブを追加および管理する"

• "ノードを追加および管理します"

• "仮想ネットワークを作成および管理する"

ドライブを追加および管理する

プラグイン拡張ポイントを使用して、クラスタへのドライブの追加、既存のドライブの
表示、およびドライブの削除を行うことができます。

• [クラスタに使用可能なドライブを追加します]

• [ドライブの詳細を表示します]

• [ドライブを取り外します]

クラスタに使用可能なドライブを追加します

プラグイン拡張ポイントを使用して、クラスタにドライブを追加できます。クラスタにノードを追加したり、

既存のノードに新しいドライブを設置すると、ドライブが自動的にとして登録されます Available。各ドラ
イブがクラスタに参加できるようにするには、ドライブをクラスタに追加しておく必要があります。

このタスクについて

次の状況に該当するドライブはリストに表示されません。

• ドライブは「 Active 」、「 Removing 」、「 Erasing 」、「 Failed 」のいずれかの状態です。

• ドライブが含まれているノードは「 Pending 」状態です。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。
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複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [* Drives * （ドライブ * ） ] サブタブで、ドロップダウンリストから [* Available* （使用可能 * ） ] を選択
して、使用可能なドライブのリストを表示します。

3. 次の手順でドライブを追加します。

a. 追加する各ドライブのチェックボックスを選択します。

b. [ ドライブの追加 ] をクリックします。

4. 追加するドライブの詳細を確認し、操作を確定します。

ドライブの詳細を表示します

プラグイン拡張ポイントから、ClusterタブのDrivesページのActiveビューを使用して、クラスタ内のアクティ
ブドライブのリストを表示できます。ドロップダウンフィルタを使用して使用可能なオプションを選択する
と、ビューを変更できます。

このタスクについて

クラスタを最初に初期化した時点では、アクティブドライブのリストは空です。未割り当てのドライブをクラ
スタに追加して、新しいクラスタの作成後に Available タブに表示できます。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ * ドライブ * （ Drives * Drives ） ] サブタブを選択します。

3. [ アクティブ（ * Active ） ] ビューを選択します。

4. システムで現在アクティブになっているドライブの詳細を表示します。

ドライブ ID 、各ドライブの容量とステータス、ドライブが配置されているノードに関する情報などの情
報を表示できます。

ドライブを取り外します

プラグイン拡張ポイントを使用して、クラスタからドライブを削除できます。この操作は、クラスタの容量を
減らしたり、サービス寿命の終わりに近づいているドライブの交換準備を行ったりするときに実行できます。
削除したドライブはオフラインになります。ドライブをクラスタから削除する前に、ドライブ上のデータがす
べて削除され、クラスタ内の他のドライブに移行されます。システム内の他のアクティブドライブへのデータ
移行には、クラスタの容量利用率とアクティブな I/O に応じて、数分から 1 時間かかります。

このタスクについて
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Failed 状態のドライブを削除しても ' ドライブは Available 状態または Active 状態には戻りませんそのドラ
イブはクラスタで使用できなくなります。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. ドロップダウンリストから「 * All * 」を選択して、ドライブの完全なリストを表示します。

3. 次の手順でドライブを削除します。

a. 削除する各ドライブのチェックボックスを選択します。

b. ドライブの取り外し * をクリックします。

4. 操作を確定します。

アクティブドライブを削除するための十分な容量がない場合は、ドライブの削除を確定し
た時点でエラーメッセージが表示されます。

詳細については、こちらをご覧ください

• "NetApp HCI のドキュメント"

• "SolidFire and Element Resources ページにアクセスします"

ノードを追加および管理します

プラグインを使用して、を追加できます "ストレージノード" クラスタを作成する場合や
ストレージの追加が必要な場合。Elementソフトウェアを実行しているストレージノー
ドを追加することもできます。NetApp HCI コンピューティングノードは、vSphereのプ
ラグイン以外の場所に追加する必要があります。

• [クラスタにノードを追加します]

• [ノードの詳細を表示します]

• [ノードを再起動します]

• [ノードをシャットダウン]

• [クラスタからノードを削除します]

クラスタにノードを追加します

vCenter Plug-in を使用して、クラスタにストレージノードを追加できます。
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必要なもの

• 追加するノードのセットアップ、電源投入、設定を完了しておきます。

• ソフトウェアの互換性を確保するためには、クラスタ内の各ノードのソフトウェアのメジャーバージョン
番号とマイナーバージョン番号が一致している必要があります。たとえば、 Element 9.0 とバージョン
9.1 は互換性がありません。

追加するノードの NetApp Element ソフトウェアのメジャーバージョンまたはマイナーバージ
ョンがクラスタで実行されているバージョンと異なる場合、クラスタマスターで実行されてい
る NetApp Element ソフトウェアのバージョンに非同期的に更新されます。更新されたノード
は、自動的にクラスタに追加されます。この非同期プロセスの間 ' ノードの状態は
pendingActive になります

このタスクについて

ノードは、初回の電源投入時に初期設定を行う必要があります。ノードのセットアップと設定が完了すると、
ノードはそのノードの設定時に識別されたクラスタに自身を登録し、プラグイン拡張ポイントの* Cluster >

Nodes *ページにある保留中のノードのリストに表示されます。

既存のクラスタには、大小さまざまな容量のノードを追加できます。

手順 は、NetApp Element ソフトウェアを実行するFCノードまたはストレージノードを追加する場合と同じ
です。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ ノード * （ Nodes * ） ] サブタブをクリックします。

3. ドロップダウンリストから「 * Pending * 」を選択して、ノードのリストを表示します。

4. ノードを追加するには、次の手順を実行します。

a. 追加する各ノードのチェックボックスを選択します。

b. [ ノードの追加 ] をクリックします。

5. 追加するノードの詳細を確認し、操作を確定します。

操作が完了すると、ノードがクラスタのアクティブノードのリストに表示されます。

ノードの詳細を表示します

プラグイン拡張ポイントから、ClusterタブのNodesページにクラスタ内のノードのリストを表示できます。ア
クティブなノードのリストを表示するには、アクティブなビューを選択する必要があります。を選択すると、

ビューを変更できます Pending、 PendingActive`および `All ドロップダウンフィルタを使用したオプ

4



ション。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ ノード * （ Nodes * ） ] サブタブを選択します。

3. [ アクティブ（ * Active ） ] ビューを選択します。

4. ストレージクラスタ内のノードの詳細を表示します。

ノード ID 、各ノードの名前と状態、設定されている IOPS 、ノードタイプ、各ノードのアクティブドラ
イブの数、各ノードのネットワーク情報などの情報を確認できます。

ノードを再起動します

プラグイン拡張ポイントを使用して、クラスタ内の1つ以上のアクティブノードを再起動できます。

必要なもの

同時に複数のノードを再起動する場合は、 I/O を停止し、すべての iSCSI セッションを切断しておきます。

このタスクについて

クラスタを再起動するには、すべてのクラスタノードを選択して再起動します。

このメソッドは、ノードのすべてのネットワークサービスを再起動します。このため、ネット
ワーク接続が一時的に失われます。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ ノード * （ Nodes * ） ] サブタブを選択します。

a. アクティブ * ビューで、再起動する各ノードのチェックボックスを選択します。

b. [* アクション * ] をクリックします。
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c. 「 * Restart * 」を選択します。

3. 操作を確定します。

ノードをシャットダウン

Plug-in拡張ポイントを使用して、クラスタ内の1つ以上のアクティブノードをシャットダウンできます。クラ
スタをシャットダウンするには、すべてのクラスタノードを選択して同時にシャットダウンします。

必要なもの

同時に複数のノードを再起動する場合は、 I/O を停止し、すべての iSCSI セッションを切断しておきます。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ ノード * （ Nodes * ） ] サブタブを選択します。

a. アクティブ * ビューで、シャットダウンする各ノードのチェックボックスを選択します。

b. [* アクション * ] をクリックします。

c. 「 * Shutdown * 」を選択します。

3. 操作を確定します。

ノードが何らかの理由でシャットダウン状態になって 5 分半以上が経過すると、 NetApp

Element ソフトウェアはノードが再びクラスタに参加することはないと判断します。Double

Helix データ保護は、レプリケートされた個々のブロックを別のノードに書き込んでデータをレ
プリケートするタスクを開始します。ノードがシャットダウンしていた時間によっては、ノー
ドがオンラインに戻ったあとにドライブを再度クラスタに追加する必要があります。

クラスタからノードを削除します

ノードのストレージが不要になったときや、ノードのメンテナンスが必要なときは、サービスを中断すること
なくクラスタからノードを削除できます。

必要なもの

ノード内のすべてのドライブをクラスタから削除しておきます。RemoveDrives プロセスが完了してすべての
データがノードから移行されるまで、ノードを削除することはできません。

このタスクについて

NetApp Element クラスタでのFC接続には、少なくとも2つのFCノードが必要です。FCノードが1つしか接続
されていない場合は、クラスタに別のFCノードを追加するまでイベントログにアラートが記録されます。こ
れは、すべてのFCネットワークトラフィックが1つのFCノードでのみ処理を続けている場合でも同様です。
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手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ ノード * （ Nodes * ） ] サブタブを選択します。

3. 1 つ以上のノードを削除するには、次の手順を実行します。

a. アクティブ * ビューで、削除する各ノードのチェックボックスを選択します。

b. [* アクション * ] をクリックします。

c. 「 * 削除」を選択します。

4. 操作を確定します。

クラスタから削除したノードがすべて Pending 状態のノードのリストに表示されます。

詳細については、こちらをご覧ください

• "NetApp HCI のドキュメント"

• "SolidFire and Element Resources ページにアクセスします"

仮想ネットワークを作成および管理する

クラスタ構成に新しい仮想ネットワークを追加すると、マルチテナント環境から NetApp

Element ソフトウェアを実行しているクラスタに接続し、 vCenter Plug-in を使用して仮
想ネットワークを管理できるようになります。

• [仮想ネットワークを作成]

• [仮想ネットワークの詳細を表示します]

• [仮想ネットワークを編集します]

• [仮想ネットワークを削除します]

仮想ネットワークを作成

クラスタ構成に新しい仮想ネットワークを追加できます。

必要なもの

• ESXi ホストに iSCSI ソフトウェアアダプタが 1 つ必要です。

• ホストまたはスイッチが VLAN 用に設定されている。

7

https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/hci/index.html
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation
https://www.netapp.com/data-storage/solidfire/documentation


• クラスタノード上の仮想ネットワークに割り当てる IP アドレス範囲を特定しておきます。

• すべての NetApp Element ストレージトラフィックのエンドポイントとして使用するストレージネットワ
ーク IP （ SVIP ）アドレスを特定しておきます。

この構成では、次の条件を考慮する必要があります。

• VRF は、 VLAN の作成時にのみ有効にできます。非 VRF に戻す場合は、 VLAN を削除し
て再作成する必要があります。

• VRF が有効でない VLAN では、 SVIP と同じサブネットにイニシエータが含まれている必
要があります。

• VRF が有効な VLAN では、 SVIP と同じサブネットにイニシエータが含まれている必要は
なく、ルーティングがサポートされます。

このタスクについて

仮想ネットワークを追加すると、各ノードのインターフェイスが作成され、そのそれぞれに仮想ネットワーク
IP アドレスが必要となります。新しい仮想ネットワークを作成する際に指定する IP アドレスの数は、クラス
タ内のノードの数以上であることが必要です。仮想ネットワークアドレスはまとめてプロビジョニングされ、
個々のノードに自動的に割り当てられます。仮想ネットワークアドレスをクラスタ内のノードに手動で割り当
てる必要はありません。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ * ネットワーク * （ Network * ） ] サブタブを選択します。

3. [Create VLAN] を選択します。

4. [Create VLAN*] ダイアログボックスに、 VLAN の名前を入力します。

5. VLAN タグを整数で入力します。

6. ストレージクラスタのストレージ仮想 IP （ SVIP ）アドレスを入力します。

7. 必要に応じてネットマスクを調整します。

デフォルトは「 255.255.255.0 」です。

8. オプション： VLAN の概要を入力します。

9. オプション： [ 仮想ルーティングおよび転送を有効にする *] チェックボックスをオンにします。

Virtual Routing and Forwarding （ VRF ；仮想ルーティング / 転送）を使用すると、ルーテ
ィングテーブルの複数のインスタンスをルータ内に共存させ、同時に使用することができ
ます。この機能はストレージネットワークでのみ使用できます。
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a. 仮想ネットワークのゲートウェイの IP アドレスを入力します。

10. VLAN に含めるホストを選択します。

注： vCenter リンクモードを使用している場合は、クラスタが割り当てられている vCenter

Server で使用可能なホストのみを選択できます。

11. ストレージノードの IP アドレスブロックを次のように設定します。

注：少なくとも 1 つの IP アドレスブロックを作成する必要があります。

a. [ ブロックの作成 ] をクリックします。

b. IP 範囲の開始アドレスを入力します。

c. アドレスブロックに含める IP アドレスの数を入力します。

IP アドレスの総数は、ストレージクラスタのノードの数と一致しなければなりませ
ん。

d. エントリの外側をクリックして値を受け入れます。

12. [OK] をクリックして VLAN を作成します。

仮想ネットワークの詳細を表示します

プラグイン拡張ポイントからは、ClusterタブのNetworkページでVLANのネットワーク情報を確認できます。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ ノード * （ Nodes * ） ] サブタブを選択します。

3. [ アクティブ（ * Active ） ] ビューを選択します。

4. ストレージクラスタ内のノードの詳細を表示します。

各 VLAN の ID と名前、各 VLAN に関連付けられているタグ、各 VLAN に割り当てられている SVIP 、各
VLAN で使用される IP 範囲などの情報を参照できます。

仮想ネットワークを編集します

VLAN 名、ネットマスク、 IP アドレスブロックのサイズなどの VLAN 属性を変更できます。

9



このタスクについて

VLAN の VLAN タグおよび SVIP は変更できません。ゲートウェイ属性を変更できるのは VRF VLAN のみで
す。iSCSI 、リモートレプリケーション、またはその他のネットワークセッションの実行中は、変更に失敗す
ることがあります。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ * ネットワーク * （ Network * ） ] サブタブを選択します。

3. 編集する VLAN のチェックボックスを選択します。

4. [* アクション * ] をクリックします。

5. 表示されたメニューで、 * 編集 * をクリックします。

6. 表示されたメニューで、 VLAN の新しい属性を入力します。

7. [ ブロックの作成（ Create Block ） ] をクリックして、仮想ネットワークの非連続的な IP アドレスブロッ
クを追加します。

8. [OK] をクリックします。

仮想ネットワークを削除します

VLAN オブジェクトとその IP ブロックを完全に削除できます。VLAN に割り当てられていたアドレスブロッ
クは、割り当てが解除されて、別の仮想ネットワークに再割り当てできるようになります。

手順

1. vSphere Web Clientで、* Cluster *タブを開きます。

◦ Element vCenterプラグイン5.0以降では、* NetApp Element リモートプラグイン>管理>クラスタ*を選
択します。

◦ Element vCenterプラグイン4.10以前の場合は、* NetApp Element Management > Cluster *を選択しま
す。

複数のクラスタが追加されている場合は、このタスクに使用するクラスタがナビゲーショ
ンバーで選択されていることを確認してください。

2. [ * ネットワーク * （ Network * ） ] サブタブを選択します。

3. 削除する VLAN のチェックボックスを選択します。

4. [* アクション * ] をクリックします。

5. 表示されたメニューで、 * 削除 * をクリックします。
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6. 操作を確定します。
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